
                            

令和７年度 事業報告 

〈概況〉 

 

本県においては、３か年にわたる「茨城デスティネーションキャンペーン」の

プロモーションなどにより、令和６年の観光入込客数は 6,180 万人となり前年

に引き続き好調を維持するとともに、観光消費額は過去最高を３年連続して更

新し 4,447 億円となり、外国人宿泊者数についても延べ 28 万人泊と、過去最

高を更新した。 

 

県では、この流れを確実なものとするため「茨城デスティネーションキャンペ

ーン」のレガシーを活かし、花絶景周遊ツアーや TV アニメとコラボした観光

周遊キャンペーン、日本一過酷なレース Okukuji「X」の開催、 日本初の泊ま

れる植物園 ボタニカルリゾート「林音」のオープンなどを通じて、観光コンテ

ンツの差別化や観光イメージのブランディングを推進することにより、更なる

観光誘客を図っている。 

 

また、インバウンド誘客に向けて、ゴルフ人気の高い韓国を重点市場と位置付

けているなか、茨城空港の国際線では、５月に韓国の清州便が就航し、さらに 11

月にはソウル仁川便が復活した。  

 

 協会としても、この好機を最大限に活かして、付加価値の高い観光コンテンツ

の造成や効果的な情報発信、国内外の観光客に本県を選んでもらえるような魅

力ある観光地域づくり、観光消費額の拡大を積極的に推進しており、今年度、商

談会を東京都内で開催して、国内旅行会社と県内観光事業者とのマッチングを

行ったほか、インバウンド誘客についても、在京の旅行会社を対象とした茨城フ

ァムツアーと商談会を初めて県内で開催した。これらにより本県の理解が深ま

り商品造成に向けた具体的な動きが生まれており、今後も継続的な取り組みが

重要となっている。 

 

物産振興部門においても、各地の観光地やイベントに数多くの観光客が足を

運んだことに加え、物産展やイベント参加の新規開拓、アンテナショップへの新

商品提案、情報発信の強化などに取り組んだ結果、各売店の売り上げも伸び、過

去最高を記録した前年度の売り上げをさらに上回った。 

 

 



■観光誘客の促進、観光消費額の拡大 

（観光地域づくり推進事業、観光誘客促進事業、外国人観光客誘客促進事業） 

 茨城 DC で展開された多様な観光コンテンツを活用し、地域の関係者と連携して

観光誘客や観光消費額の拡大に努めた。 

 

□観光誘客の取り組み 

 ○県内周遊促進事業（バスツアー）の企画運営 

茨城 DC で磨き上げられたコンテンツを組み合わせた、広域周遊バスツアー

を上野駅発着の 2 コースで企画。日本国内、台湾向けに販売。 

「絶景スポット＆酒蔵＆抹茶体験」 ５日（回）催行 111 名参加 

「袋田の滝の氷瀑＆チームラボ、常陸秋そば＆あんこう鍋」 

                 3 日（回）催行   40 名参加 

 ○市町村観光担当者等情報共有会議【新規】 

   各市町村の観光主管課・観光協会の担当者等で各地域の課題の洗い出しや解

決に向けた取組の検討、優良事例の分析など。 

   第 1 回共有会議（８月） 

SNS の活用についてのワークショップ  25 市町村 46 名参加 

   第２回共有会議（10 月） 

    専門家による SNS 活用の勉強会    25 市町村 45 名参加 

フォロワー数増や認知度向上を図るため「SNS フォロワーキャンペーン」

や「共通テーマを決めた＃（ハッシュタグ）」を実施 

   第３回共有会議（３月） 

    県内周遊についてのワークショップ  25 市町村 46 名参加 

 〇茨城県観光商談会（県委託）の開催【新規】 

   国内旅行会社と県内観光事業者とのマッチングを東京で開催（12 月） 

    旅行会社 20 社 市町村、観光協会、観光施設等 84 団体参加 

 〇県ホテル旅館組合（いばらき若旦那）と連携した観光 PR 

   大阪関西万博での「いばらき若旦那」ステージ出演等への協賛（９月） 

 

□観光消費額の拡大 

 ○ふるさと納税への出品【新規】 

茨城県の「ふるさと納税」に県観光物産協会として出品。県産のお酒（日本酒、

地ビール、梅酒、ウイスキー等）の詰合せや、県内宿泊施設の共通宿泊券など、

エリアや事業者をまたぐ商品を造成。 

  ・四季を感じる茨城のお酒（16 本バラエティセット） 4 件 販売 

 ・いばらきの魅力のお宿（選べるペア宿泊券）     5 件 販売 



□インバウンドの促進 

 ○海外旅行博等での PR や SNS による観光情報の発信、旅行会社への商品造成

の促進 

   ・台湾（9 月：高雄、10 月：台中、11 月：台北）にて、各地の旅行博や商

談会に参加し、各種コンテンツの紹介等観光 PR を実施 

   ・韓国旅行博（11 月：ソウル市内）にて、当協会主体で茨城県ブースを設置

し、ソウル仁川便就航とゴルフツーリズム等観光 PR を実施 

 

 

 ○県内周遊貸切バス支援事業の効果的な実施 

 ・194 団体 5,145 人 （台湾、タイ、中国、香港、韓国、豪州ほか） 

 

〇インバウンド向け宿泊動向調査【新規】  

宿泊施設の協力の下、インバウンド向けの旅行動向・観光消費額・満足度な

どのアンケート調査を実施。「訪問地」、「満足度や消費額」などを調査。 

  ・21 施設 回収 302 件   

 

〇欧米富裕層 FIT 向けモニターツアーの実施【新規】 

   県北地域の食・体験コンテンツを活用したツアー造成の促進に向けたモニ

ターツアーを実施。（VIP 旅行のコーディネーター、旅行会社等が参加） 

第１回 11/17～18 県北エリア 御岩神社、常陸国ロングトレイル（町屋コース） 

  第２回 2/16～17  鹿行・県南・県央・県西エリア 

                 水郷潮来あやめ園、水郷園、須藤本家、着付け「着楽」 

  ※３月１９日から、御岩神社のトレイルを中心とするツアー商品の販売開始 

（欧米中間富裕層向け体験予約プラットフォーム「Origami Concierge」） 

 

 ○茨城ファムツアー＆トラベル商談会 IBF２０２６ 【新規】 

首都圏インバウンド取扱い旅行会社、ランドオペレーター等を対象としたファ

ムツアー＆商談会を水戸で３月４日（水）～５日（木）開催。 

在京旅行会社、ランドオペレーター 計１９社 

協会インバウンド部会員、自治体等３５事業者  計９５名参加   

  
 

 

 

 



■物産販売の拡大 

（観光地域づくり推進事業（DMO 推進事業））、物産振興事業） 

物産展やアンテナショップ等を積極的に活用、展開するとともにインターッ

ト通販の販路拡大、金融機関と連携した商談会の開催等により、過去最高を記録

した前年度の売り上げをさらに上回った。 

 

□物産展やイベント、アンテナショップ等での販売状況 

 ○全体売上： 512,057 千円（対前年比   106.3 ％）  

   ・物産展、イベント   ：対前年比 101.5 ％ 

   ・アンテナショップ   ：対前年比 110.3 ％ 

   ・通販サイト      ：対前年比  82.7 ％ 

  

□物産展、イベント参加の新規開拓、新商品の導入、提案 

 ○新規出店 横浜高島屋、日本橋高島屋、柏高島屋、幕張メッセ、夏のさつまい

も博、利根川花火大会（境町）、アントラーズ追加企画（いばらきブ

ースト・メルスタフェス）など 

 ○新規商品 17 品目 

 

□アンテナショップの開拓、商談会の開催 

 〇アンテナショップの開拓・拡大 
 ○金融機関と連携した各種バイヤー等との商談会 

・ビジネスマッチング商談会（協力：筑波銀行） ６月  
（参加事業者 14 社 道の駅参入 7 社）  

 
・筑波銀行ビジネス交流商談会    10 月 （参加事業者  ５社）  

   ・めぶき 食の商談会           3月 （参加事業者 20社） 

 

□インターネット通販（県産品サイト）の販売促進 
〇キャンペーンによる販売促進 

  ・お歳暮シーズンの割引クーポンの発行やプレゼント企画の実施 

  
 

■その他 

  人材の育成等に積極的に取り組むとともに、会員の事業活動拡大につなが

るよう、会員への情報発信の充実や各種研修会等の情報共有に努めた。また、

市町村や団体等が主催するイベントや催事への後援等を行い、地域観光の振

興を図った。 

 


